
第
六
十
八
表
　
収
入
で

や
つ

て

ゆ
け
る
か

（
％
）

第
六
十
九
表
　
家
族
数
別
金
詰
り
状
況

家
族
数
別
金
詰
り
状
況
㈠
　
総
状
況
（
数
字
は
％
で

示
す
）

家
族
数
別
金
詰
り
状
況
㈡
　
ド
ッ

ク
（
数
字
は
％
で

示
す

）

家
族
数
別
金
詰
り
状
況
㈢
　
港
湾
（
数
字
は

％
で

示
す
）
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第
七
十
表
　
不
足
額
を
如
何
に

し
て

埋
め

る
や

第
七
十
一

表
　
お

金
を
一

番
使
い

た
い

項
目
（
％
）

第
七
十
二

表
　
会
社
組
合
へ

の

希
望

（
神
奈
川
県
労
働
部
労
政
課
「
神
奈
川
県
下
組
織
労
働
者
に

お

け
る
消
費
生
活
の

実
態

調
査
」（
昭
和
二

十
五
年
）神
奈
川
県
庁
蔵
）

〔
注
〕
表
に

つ

い

て

は
、

主
要
と
思
わ
れ
る
も
の

の

み
を
掲
載
し
た
。

二

四
三

　
中
小
企
業
労
働
者
余
暇
利
用
調
査
報
告

中
小
企
業
労
働
者
の

余
暇
利
用
状
況

一

　
調
査
機
関
　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

二

　
調
査
時
点
　
昭
和
四
〇
年

三
　
調
査
対
象
　
産
業
　
製
造
業
　
卸
・

小
売
業

規
模
　
一

〇
人
〜
二

九
九
人

　
事
業
所
数
　
四
〇
〇

調
査
人
員
　
五
、

七
五
〇
人

一

　
休
日
及
び
年
次
有
給
休
暇
制
度
に

つ

い

て
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㈠
　
休
日

週
一

日
又
は
四
週
四
日
の

規
定
の

あ
る
も
の

　
九
〇
・

五
％

月
二

日
又
は
三
日
の

規
定
の

あ
る
も
の

　
五
・

〇
％

㈡
　

年
次
有
給
休
暇

就
業
規
則
、

労
働
協
約
に

規
定
の

あ
る
も
の

　
九
一

・

四
％

但
し
、

製
造
業
の

三
〇
人
以
上
で

規
定
の

な
い

も
の

は0

で
、

三
〇
人
未

満
で

は
一

七
・

八
％
で

あ
る
。

㈢
　
土
曜
日
の

労
働
時
間

通
常
と
同
様
（
八
時
間
）
が
九
一

・

七
％
で

規
模
が
大
き
く
な
る
に

従
い

若
干
短
縮
し
て
い

る
。

二

　
年
次
有
給
休
暇
の

運
営
に
つ

い

て

㈠
　
年
休
の

附
与
方
法

労
働
者
の

請
求
の

都
度
与
え
る

　
七
三
・

五
％

（
製
造
業
八
〇
％
　
卸
・

小
売
六
〇
％
）

欠
勤
な
ど
を
年
休
に

振
替
え
る

　
四
一

・

一

％

（
製
造
業
四
五
％
　
卸
・

小
売
三
三
％
）

特
定
の

時
期
に
一

斉
に

と
ら
せ

る

　
二

三
・

二

％

（
夏
季
七
八
・

二

％
　
年
末
年
始
五
六
・

四
％
）

労
働
者
か
ら

予
め

希
望
を
と
り
計
画
的
に

と

ら
せ

る

　
一

九
・

六
％

㈡
　
年
休
の

利
用
日
数

0

　
一

〇
％

　
年
休
を
と
ら
な
い

製
造
業
五
〇
％

一

〇
人
〜
二

九
人

一

日
〜
三
日
　
一

四
・

八
％
　
年
休
を
と
ら
な
い

卸
・

小
売
一

三
・

〇
％

一

〇
人
〜
二

九
人

四
日
〜
六
日
　
二
一

・

六
％
　
年
休
を
と
ら
な
い

卸
・

小
売
五
・

〇
％

三
〇
人
〜
九
九
人

七
日
〜
九
日

　
一

七
・

五
％

一

〇
日
〜

　

一

七
・

〇
％

全
部
又
は
ほ
と
ん
ど
と
っ

た
　
三
二
・

九
％
（
管
理
一

七
・

九
％
　
事
務

技
術
二

七
・

六
％
　
労
働
四
〇
・

四
％
）

ほ
と
ん
ど
残
し
た

　
一

八
・

九
％
（
管
理
三
七
・

九
％
　
事
務

技
術
二

二
・

四
％
　
労
働
一

五
・

一

％
）

約

2

－3

と
っ

た

　
一

一

・

七
％

約

1

－2

と
っ

た

　
一

〇
・

六
％

約

1

－3

と
っ

た

　
九
・

七
％

（
二

〇
才
〜
三
〇
才
は
大
体
ま
と
め
て

と
っ

て

お
り
、

四
〇
才
は
、

一

日

づ
つ

と
る

傾
向
が
強
い

）

㈢
　
年
休
を
残
し
た
理
由
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突
発
的
な
必
要
に

備
え
て

　
四
〇
・

九
％

仕
事
が

忙
し
い

　
三
六
・

五
％

同
僚
に

迷
惑
を
か
け
る

　
二

三
・

〇
％

何
と
な
く
休
み
に

く
い

　
二

二
・

六
％

と
る
必
要
が
な
い

　
一

六
・

八
％

気
に

か
け
な
い

　
一

四
・

九
％

（
管
理
職
の

場
合
五
八
・

六
％
が

多
忙
を
理
由
に

残
し
て

い

る

）

㈣
　
年
休
の

利
用
内
容

消極的｛
家
事
及
び
家
事
手
伝

　
三
七
・

五
％

病
気

　
三
三
・

五
％

家
庭
内
で

の

休
養

　
二

三
・

一

％

積極的｛
ス

ポ
ー
ツ

　
一

七
・

一

％

帰
省

　
一

二
・

四
％

旅
行

　
一

一

・

一

％

娯
楽

　
九
・

四
％

趣
味
教
養

　
六
・

七
％

（
神
奈
川
県
横
須
賀
労
政
事
務
所
「
地
区
労
働
問
題
懇
話
会
関
係
綴
」（
昭
和
四
十
一

年
）

神
奈
川
県
庁
蔵
）

第
二

節
　
基
地
問
題

二

四
四

　
全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
関
係
労
働
協
議
会
議

事
録（
一

―
二

）
㈠

三
三
労
調
第
二

八
七
号

昭
和
三
十
三
年
九
月
三
日

　
企
画
渉
外
部
長（
印
）

横
須
賀
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
殿

労
働
協
議
会
議
事
録
の

送
付
に
つ

い

て

昭
和
三
十
三
年
八
月
十
八
日
開
催
し
た
全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
と
の

労
働
協

議
会
の

議
事
録
を
別
紙
の

と
お

り
送
付
す
る
か
ら
執
務
の

参
考
と
さ
れ
た
い
。

全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
と
の

労
働
協
議
会
議
事
録

一

　

日

時
　
昭
和
三
十
三
年
八
月
十
八
日

午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
二

時
三
十
分

一

　

場

所
　
横
浜
労
管
会
議
室

一

　
出
席
者
　
県

側
　
佐
々

木
部
長
、

伊
藤
、

三
好
各
課
長
、

江
川
、

田
中
、

松
原
各
係
長
、

五
十
嵐
委
員

書
記
・

小
村
、

斉
藤
各
係
員
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組
合
側
　
勝
島
委
員
長
、

高
橋
副
委
員
長
、

鈴
木
書
記
長
、

友

松
委
員
外
八
名

一

　
議

題

㈠
　
人
員
整
理
と
部
隊
移
動
に

つ

い

て

1

　
現
在
続
出
し
て

い

るR
I

F

に

つ

い

て

は
夫
々

労
管
、

支
部
段
階
に

お

い

て

交
渉
中
で

あ
る
が
、

県
と
し
て

は
本
会
計
年
度
に

お

け
る
雇
用

計
画
（R

I
F

と
の

関
連
）
等
大
綱
を
把
握
し
明
示
さ
れ
た
い
。

な
お

特
に

追
浜
兵
器
厰
の

今
後
の

推
移
い

か
ん
。

2

　S
S

C

、

Q
M

C

のG
D
J

移
動
に
つ

い

て
、

未
だ
移
動
計
画
の

全

ぼ
う
が
判
明
し
て

い

な
い

が
速
や
か
に

明
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
移
動
後

の

雇
用
計
画
、

労
働
条
件
等
も
明
示
せ
ら
れ
た
い
。

㈡
　P

D

切
替
え
に
つ

い

て

座
間
モ

ー

タ
ー
プ
ー
ル

のP
D

切
替
え
、

そ
の

他
相
模
原
等
に

お
い

て

も

P
D

切
替
え
の

情
報
が
流
れ
て
い

る
が
県
と
し
て

こ

れ
等
のP

D

切
替
え

に
つ

い

て
い

か
に

対
処
し
て
い

る
か
。

一

　

議

長
　
組
合
側
、

高
橋
委
員

議
長
　
そ
れ
で

は
只
今
か
ら
協
議
会
を
始
め

ま
す
。

本
日
の

議
題
は
特
に

重

要
な
問
題
な
の

で

双
方
と
も
充
分
に

討
議
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ま
ず

第
一

議
題
に
つ

い

て

は
組
合
よ
り
提
案
説
明
さ
れ
た
い
。

議
題
㈠
　
人
員
整
理
と

部
隊
移
動
に
つ

い

て

組
合
　
本
件
は
既
に

事
務
折
衝
で

当
方
の

意
見
を
出
し
て

お
り
ま
す
の

で

提

案
説
明
は
省
略
し
ま
す
。

事
務
折
衝
以
後
の

本
件
に

関
す
る
情
報
が
あ

れ
ば
発
表
し
て
い

た
だ
き
、

そ
の

後
具
体
的
に

検
討
し
た
い
。

県
　

本
会
計
年
度
に

お
け
る
雇
用
計
画
等
の

見
通
し

等
に
つ

い

て

はR
I

F

と
の

関
連
も
あ
る
の

で
、

先
般
来
よ
り
夫
々

の

段
階
に

お
い

て

軍
首

脳
部
に

折
衝
中
で

あ
り
、

そ
の

情
報
の

把
握
次
第
貴
方
に

連
絡
し
て
い

る
と
お
り
で

あ
る
。

追
浜
兵
器
厰
の

今
後
の

見
通
し
に
つ

い

て

も
目
下

折
角
対
軍
折
衝
中
で

あ
り
既
に

連
絡
し
て
い

る
と
こ

ろ
よ
り
若
干
変
つ

て

来
て
い

る
が
本
席
で

特
に
お

伝
え
す
る
こ

と
は
な
い
。

事
務
折
衝
以

後
別
に

情
報
の

把
握
は
な
い

が
今
後
一

層
努
力
す
る
。

組
合
　
次
の

諸
点
に
つ

い

て

質
問
し
た
い
。

⑴
　
武
山
基
地
は
近
く
接
収
解
除
が
予
想
さ
れ
九
月
十
六
日

付
で

四
十
六

名
のR

I
F

が
出
て
い

る
の

だ
が
、

こ

の

延
期
交
渉
は
い

か
に

な
つ

て

い

る
か
。

⑵
　
追
浜
兵
器
厰
の

閉
鎖
に

つ

い

て

は
、

新
聞
で

発
表
さ
れ
そ
の

内
容
も

ほ
ゞ

判
明
し
た
が
、

更
に

詳
細
に

説
明
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

⑶
　
追
浜
兵
器
厰
の

閉
鎖
に

関
連
し
て

部
長
が
海
軍
と

折
衝
さ
れ
た
が
そ

の

内
容
い

か
ん
。
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⑷
　
大
船
のJ

C
E

を
陸
軍
が
使
用
し
な
い

こ

と
に

な
り
輸
送
司
令
部
技

術
部
の

労
務
者
が
八
十
一

名R
I

F

に

な
る
が
、

今
後
のJ

C
E

の

見

通
し
は
ど
う
か
。

⑸
　Q

M
C

、

S
S

C

の

移
動
は
具
体
的
に

ど
の

よ
う
に

な
つ

て

い

る
の

か
。

県

　
⑴
に
つ

い

て

は
組
合
か
ら
の

要
請
や
、

労
管
か
ら
問
題
を
上
げ
て

来

た
の

で
、

労
管
は
現
地
軍
と
、

県
はC

O
R

と
そ
れ
ぞ
れ
折
衝
し
て
い

る
が
、

C
O

R

は
組
合
の

主
張
は
判
る
が
部
隊
の

閉
鎖
な
の

で
、

R
I

F

の

延
期
は
困
難
で

あ
る
と
言
つ

て

い

る
。

い

ず
れ
に

し
て

も
未
だ
結

論
が
出
て

い

な
い

の

で

結
論
の

出
次
第
連
絡
す
る
。

⑷
に
つ

い

て

は
労
管
に

指
示
し
、

現
地
交
渉
さ
せ

る
と
と
も
に

県
もC

O
R

に

交
渉
し
て
い

る
がJ
C

E

を
陸
軍
が
使
用
し
な
い

こ

と
は
た
し

か
で

あ
る
が
、

そ
の

後
府
中
の

空
軍
で

使
用
す
る
の

か
、

又
労
務
者
は

M
L

C

を
使
う
の

か
そ
れ
と

も
直
用
労
務
者
を
使
う
の

か
解
ら
な
い

が

軍
内
部
で

目
下
打
合
せ

中
な
の

で

近
日
中
に

結
論
が

出
る
と

思
う
。

⑸
に
つ

い

て

は
相
模
のC

O
R

と
も
連
絡
を
取
り
、

ス

ペ

ー
ス

や
転
勤

後
のR

I
F

の

見
通
し
等
折
衝
中
で

あ
る
。

な
おQ

M
C

の

ス

ペ

ー
ス

は
一

両
日

中
に

結
論
が
出
る
と

思
う
。

⑵
⑶
に
つ

い

て

お

答
え
す
る
。

追
浜
の

閉
鎖
に
つ

い

て

は
発
表
後
さ
つ

そ
く
座
間
の

陸
軍
労
務
担
当
部

長
ト
ラ
イ
ア
ル

大
佐
に

会
い
、

種
々

の

状
況
か
ら
み
て

労
務
者
の

救
済

対
策
を
立
て

る
た
め
に

は
少
し

時
期
が
必
要
な
の

で

閉
鎖
を
延
期
し
計

画
的
に

実
施
し
て

ほ
し
い

等
の

県
の

態
度
、

見
解
を
申
述
べ

た
が
、

軍

と
し
て

も
同
情
に

た
え
な
い

が
充
分
検
討
し
て

の

結
論
で

あ
る
の

で
、

方
針
を
変
え
る
こ

と

は
出
来
な
い

と
の

こ

と
で

あ
つ

た
。

そ
こ

で
、

そ

れ
で

は
解
除
地
に

産
業
を
誘
致
し

労
務
者
の

救
済
対
策
と
し
た
い

の

で

同
居
し
て
い

る
海
軍
関
係
部
隊
は
如
何
に

な
る
の

か

問
う
た
と
こ

ろ
、

そ
の

点
は
陸
軍
で

は
判
ら
な
い

と
い

う
の

で
、

海
軍
の

参
謀
長
代
理
ス

エ

ー
ン

大
佐
に

折
衝
し
た
次
第
で

あ
り
、

そ
れ
に

よ
る
と
、

個
人
的
な

見
解
だ
が
突
発
的
変
動
が
な
い

限
り
今
の

所
海
軍
に

は
変
化
は
な
い

と

の

こ

と
で

あ
つ

た
。

こ

の

追
浜
の

問
題
く
ら
い

苦
労
し
た
こ

と
は
な
く
陸
軍
司
令
部
の

相
当

の

高
官
ま
で

も
が

研
究
中
で

あ
る
と
し
か
言
え
な
い

状
態
で

あ
り
、

そ

こ

で

言
え
な
い

の

な
ら
仮
定
の

上
で

と
言
う
こ

と
で

交
渉
し
て

来
た
次

第
で
、

M
L

C

に

つ

い

て

は
確
定
的
に

言
え
る
こ

と
は
一

つ

も
つ

か
め

な
か
つ

た
。

し
か

しM
L

C

労
務
者
の

問
題
は
判
り
次
第
知
ら
せ

る
と

の

こ

と
で

あ
つ

た
の

で

通
知
の

あ
り
次
第
連
絡
す
る
。

又
労
協
で

言
う

の

も
お
か
し
い

が
、

富
士
、

日
飛
の

特
需
会
社
は
十
二

月
末
で

閉
鎖
さ
れ
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P
D

労
務
者
もR

I
F

に

な
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
の

で
、

こ

れ
に

鑑

みM
L

C

労
務
者
の

対
策
を
各
方
面
に

働
き
か
け
て

い

る
。

調
達
庁
長

官
も
本
件
の

重
要
性
を
了
解
さ
れ
、

閉
鎖
発
表
後
座
間
モ

ー

タ
ー
プ
ー

ル

のP
D

化
の

問
題
と

併
せ
て

陸
軍
司
令
部
に

折
衝
さ
れ
て

お

り
、

私

も
要
路
に

親
し
い

人
が
い

る
の

で

今
後
の

情
報
の

把
握
に

努
め

救
済
対

策
を
立
て

て
い

き
た
い
。

組
合
　
県
の

回
答
は
、

判
ら
な
い
。

折
衝
中
の
一

点
張
り
で

あ
る
が
、

公
式

の

席
上
で

情
報
を
発
表
し
な
い

の

は
ま
ず
い
。

組
合
と
し
て

は
軍
の

情

報
は
労
務
者
の

今
後
の

対
策
の

資
料
と
し
て

欲
す
る
の

で

あ
り
、

他
に

他
意
は
な
い

の

だ
か
ら
本
席
で

発
表
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

七
月
二

十

三
日
の

全
国
知
事
会
に

提
案
す
る
よ
う
大
き
な
要
求
を
出
し
た
が
、

何

の

決
議
も
さ
れ
ず
部
長
の

海
軍
折
衝
に

し
て

も
新
聞
報
道
に

よ
り
知
つ

た
現
状
だ
。

こ

の

よ
う
な
県
の

あ
い

ま
い

な
態
度
だ
か
ら
軍
と
折
衝
中
と

言
う
う
ち

にR
I

F

が
出
て

く
る
し
、

組
合
が
長
年
要
求
し
て

い

る
長
期
雇
用
計

画
、

失
対
計
画
が
出
来
な
い

の

で

あ
る
。

追
浜
の

閉
鎖
問
題
に

し
て

も

矢
柴
副
知
事
はM

L
C

労
務
者
に

対
す
る
影
響
は
来
年
四
、

五
月
頃
と

発
表
し
て

い

る
が
、

軍
と
し
て

は
大
半
を
年
末
整
理
し
、

残
り
を
四
、

五

月
頃
に

整
理
す
る
だ
ろ
う
か
ら
積
極
的
に

対
軍
折
衝
し
救
済
対
策
を
確

立
し
て

ほ
し
い
。

武
山
の

問
題
に

つ

い

て

は
接
収
解
除
の

時
期
が

判
つ

て

い

な
い

が
、

R

I
F

は
接
収
解
除
の

日
ま
で

延
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
こ

で

接
収

解
除
の

時
期
は
い

つ

か
、

又
解
除
後
の

労
務
者
の

身
の

ふ

り
方
と
し
て

防
衛
庁
に

雇
用
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

県

　
部
隊
移
動
等
に
つ

い

て

は
現
在
軍
で

詳
細
な
計
画
を
立
案
中
で

あ
り

発
表
し

う
る
段
階
で

な
い

の

で
、

県
の

情
報
は
只
今
発
表
し
た
程
度
で

あ
る
。

又
県
が
何
の

対
策
も
立
て

て

い

な
い

と
言
う
が
、

県
と
し
て

は

色
々

と
軍
に

折
衝
し
て

お

り
、

追
浜
兵
器
廠
の

閉
鎖
に
つ

い

て

も
発
表

前
に

政
府
に

対
策
を
要
請
し
て

お

り
副
知
事
も
各
省
を
訪
問
し
て
い

る

の

で
、

不
必
要
に

何
も
し
て

い

な
い

こ

と
は
な
い
。

キ
ャ

ン

プ

武
山
の

接
収
解
除
時
期
は
、

す
で

に

日
米
合
同
委
員
会
で

解

除
通
告
が

な
さ
れ
て

お
り
、

問
題
は
横
須
賀
市
と

防
衛
庁
の

土
地
使
用

配
分
に

残
さ
れ
て

い

る
の

み
で

あ
る
が
、

両
者
で

折
衝
中
な
の

で

今
少

し
で

解
決
す
る
だ
ろ
う
。

R
I

F

さ
れ
る
ガ
ー

ド
の

救
済
に

つ

い

て

も

離
対
本
部
を
通
じ
努
力
し
て
い

る
し
、

私
と
し
て

も
防
衛
庁
に

採
用
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。

組
合
　
県
で

事
実
や
つ

て
い

た
と
し
て

も
、

出
て

く
る
結
果
は
従
来
と
同
じ

で

何
ら
の

進
展
も
な
く
結
果
的
に

は
や
つ

て
い

な
い

の

と
同
じ
で

は
な
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い

か
。

武
山
の

問
題
を
み
て

も
軍
は
計
画
中
、

協
議
中
と
し
て

折
衝
に

の

ら
な
い

で
、

さ
み
だ
れ
的
にR

I
F

を
出
し
、

九
月
で

は
全
員R

I
F

に

な
ろ
う
と
し
て
い

る
。

又
追
浜
兵
器
厰
に

し
て

も
計
画
中
と
言
う
が

四
、

五
月
頃
よ
りR

I
F

が
出
て

お
り
、

こ

れ
は
す
で

に

計
画
が
軌
道

に
の

つ

て

き
て

い

る
証
拠
で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
軍
の

計
画
中
協
議
中

と
い

う
言
に

ま
ど
わ
さ
れ
、

政
府
が
協
議
出
来
な
い

の

は
従
属
的
で

あ

る
。

駐
労
の

問
題
は
新
し
い

段
階
が
来
て

い

る
の

で

こ

れ
に

対
応
す
る

対
策
を
も
つ

て

積
極
的
に

折
衝
し
て

ほ
し
い
。

県

　
県
は
地
方
庁
の

範
囲
内
で

行
動
し
て
い

る
の

で

あ
り
、

現
実
に

軍
で

立
案
検
討
中
と
言
う
な
ら
ば
軍
の

特
殊
事
情
か
ら
も
そ
れ
を
越
え
て

行

動
す
る
こ

と
は
不
可
能
で

あ
る
。

組
合
　
県
の

回
答
に

は
不
満
で

あ
る
。

組
合
は
労
協
の

時
以
外
部
長
に

会
う

チ
ャ

ン

ス

も
な
い

し
各
支
部
か
ら
も
代
表
が
来
て

い

る
の

で

卒
直
な
回

答
を
聞
き
た
い
。

M
L

C

失
業
者
の

救
済
に

は
政
府
の

調
査
団
に

現
地
調
査
を
行
う
よ
う

失
対
幹
事
会
及
び
監
理
課
に

要
求
し
て
い

る
が
ど
う
か
。

又
知
事
は
県

会
で

産
業
誘
致
は
考
え
な
い

と
言
つ

て

い

る
が
、

部
隊
が
縮
少
さ
れ
大

量R
I

F

の

出
て
い

る

現
状
で

は
是
非
産
業
誘
致
は
や
つ

て

も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
知
事
に

も
積
極
的
に

行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

県

　R
I

F

及
び
部
隊
移
動
の

情
報
に
つ

い

て

は
県
で

折
角
努
力
し
て

お

り
ま
す
し
、

本
席
こ

れ
以
上
言
う
必
要
は
な
い
。

調
査
団
派
遣
に

つ

い

て

は
政
府
自
ら
の

計
画
と

予
算
で

行
う
の

で

あ
る

が
、

県
と
し
て

も
賛
成
な
の

で

提
案
と
し
て

話
し
て

お

く
。

知
事
が
産
業

誘
致
を
考
え
て
い

な
い

と
は
と
ん
で

も
な
い

こ

と
で
、

武
山
の

件
に

し

て

も
何
に

し
て

も
積
極
的
に

行
動
し
て
い

る
。

い

ず
れ
に

し
て

も
追
浜
、

武
山
の

問
題
は
県
政
全
般
の

問
題
と
し
て

救
済
対
策
に

努
力
す
る
。

議
長
　
只
今
ま
で

の

組
合
の

要
望
に

つ

い

て

は
県
で

な
お
一

層
努
力
し
て
い

た
だ
く
こ

と
に

し
て
、R

I
F

の

出
て
い

る
支
部
の

実
情
や
、Q

M
C

、

S
S

C

の

移
動
に
つ

い

て
、

支
部
よ
り
発
表
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

組
合
　
輸
送
司
令
部
技
術
部
大
船J

C
E

のR
I

F

に
つ

い

て

は
、

県
は
労

管
に

指
示
を
与
え
た
と
言
う
が
、

労
管
と
交
渉
し
て

も
答
弁
が
あ
い

ま

い

で

あ
る
。

そ
こ

で

⑴
如
何
な
る
指
示
を
与
え
た
の

か
。

又J
C

E

の

P
X

当
局
で

は
業
者
に

切
替
え
た
い

と
言
う
意
向
が
あ
る
が
組
合
は
こ

れ
に

は
絶
対
反
対
で

あ
る
。

そ
こ

で

⑵P
X

当
局
が
業
者
に

切
替
つ

た

時
の

県
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

県

　
⑴
に
つ

い

て

は
内
部
的
問
題
で

あ
り
回
答
の

限
り
で

な
い
。

労
管
の

態
度
が
あ
い

ま
い

で

あ
る
と
言
う
が
、

千
名
近
いR

I
F

で

あ
る
の

で

労
管
と
し
て

は
指
示
が
な

く

て

も

事
実
調
査
等
を
行
い

努
力
し
て
い
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る
。

⑵
に
つ

い

て

は
、

先
程
説
明
し
た
通
りM

L
C

労
務
者
を
使
用
す

る
の

か
、

軍
が
直
接
労
務
者
を
使
う
か
又
はP

D

業
者
に

や
ら
せ

る
の

か

何
ら
具
体
的
結
論
が
出
て

お

ら
ず
、

組
合
の

要
求
に
つ

い

て

は
仮
定

上
の

問
題
な
の

で

回
答
は
い

た
し
か
ね
る
。

組
合
　
県
は
労
管
で

や
つ

て

い

る
と
言
う
が
労
管
は
交
渉
を
拒
否
し
た
り
、

団
交
で

もP
D

切
替
は
労
管
の

権
限
外
で

あ
る
と
し
、

本
件
に

余
り
積

極
的
で

は
な
い

よ
う
に

思
わ
れ
る
。

県
と
し
て

も
問
題
解
決
の

た
め

も

つ

と

親
切
な
回
答
を
い

た
だ
き
た
い
。

東
京
、

埼
玉
地
区
営
繕
部
の

ボ
イ
ラ
ー

がP
D

に

切
替
え
ら
れ
、

昨
今
、

営
繕
関
係
がP

D

化
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、

こ

の

よ
う
な
部
門
は
当

然
政
府
雇
用
者
が
や
る
べ

き
で

あ
り
、

大
船
のJ

C
E

に

し
て

も
た
と

え
空
軍
が
使
用
す
る
場
合
で
も
現
在
働
い

て
い

る
人
をM

L
C

様
式
で

雇
用
す
る
よ
う
強
く
対
軍
交
渉
し
て

ほ
し
い
。

又
国
有
財
産
管
理
法
か

ら
も
固
有
財
産
を
業
者
が
管
理
す
る
の

は
疑
問
が
あ
る
。

本
席
は
つ

き

り
と

県
の

態
度
を
表
明
し
職
場
の

労
働
不
安
を
解
消
し
て

ほ
し
い
。

県

　
大
船
の

施
設
が
如
何
に

な
る
か
は
調
査
の

要
請
が
あ
つ

た
の

で

労
管

に

も
指
示
し
、

県
も
大
所
高
所
か
ら
並
行
し
て

折
衝
し
て

い

る
が
、

如

何
な
る
雇
用
形
態
に

な

る

の

か

仮
定
上
の

問
題
な
の

で

討
議
出
来
な

い
。

い

ず
れ
に

し
て

もR
I

F

は
九
月
十
三
日
な
の

で

ま
だ
日
が
あ
り

結
論
が
出
て

か
ら
折
衝
し
て

も
遅
く
な
い

と
思
う
の

で

も
う
少
し
待
つ

て

ほ
し
い
。

組
合
　
結
論
が
出
て

か
ら
で

は
如
何
と
も
し
え
な
く
な
る
の

で

結
論
が
出
つ

つ

あ
る

現
在P

D

反
対
の

態
度
を
確
立
し

折
衝
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

県

　
本
件
は
す
で

に

充
分
事
務
折
衝
で

も
話
合
つ

て

い

る
の

で
、

県
の

態

度
は
了
解
出
来
る
と
思
う
。

問
題
は
ま
だ
雇
用
形
態
が
ど
う
な
る
の

か

結
論
が
出
て

な
い

と
い

う
こ

と
な
の

だ
が
、

近
日
中
に

結
論
が
出
る
の

で

出
次
第
軍
と
折
衝
す
る
。

議
長
　
大
船J

C
E

のR
I

F

に
つ

い

て

は
、

現
地
で

折
衝
中
な
の

で

今
後

の

努
力
を
県
に

要
請
し
、

P
D

切
替
え
に
つ

い

て

は
労
組
と

県
の

意
見

に

相
異
が
あ
る
が
、

時
間
の

関
係
も
あ
る
の

で

第
二

議
題
の

時
に

ゆ
ず

つ

て

議
事
進
行
し
て

は
ど
う
で

す
か
。

双
方
　

異
議
な
し
。

組
合
　Q

M
C

の

移
動
問
題
に
つ

い

て

詳
細
は
後
刻
交
渉
す
る
が
、

次
の
一

点
を
確
認
し
た
い
。

Q
M

C

は
東
京
か
ら
神
奈
川
に

部
隊
所
在
地
の

移
動
に

よ
り
人
事
措
置

を
行
つ

て

来
た
と
こ

ろ
、

中
途
で

変
更
さ
れ
相
模
に

移
動
に

な
る
の

だ

が
こ

れ
も
所
在
地
の

移
動
に

よ
る
人
事
措
置
で

行
う
こ

と
を
確
認
し
た

い
。
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県

　
組
合
と
し
て

は
所
在
地
の

移
動
だ
か
らR

I
F

を
出
す
の

は
お

か
し

い

と
言
う
主
張
と

思
う
が
、

県
は
所
在
地
の

移
動
は
移
動
で

あ
り
、

R

I
F

はR
I

F

と

別
個
に

考
え
て

お

り
、

R
I

F

が
出
さ
れ
て

も
さ
し

つ

か
え
な
い

と

思
う
。

組
合
　
し
か
し

現
地
司
令
官
と

会
見
し
た
時
はQ

M
C

の

ク
ラ
ス1

が
相
模

に

移
動
す
る
の

だ
が
、

機
構
は
統
合
す
る
が
機
能
の

統
合
で

は
な
く
従

つ

てQ
M

C

に

は
何
ら
変
化
は
な
い

と
言
つ

て

い

た
。

即
ち
フ

ァ

ン

ク

シ

ョ

ナ
ル

・

ユ

ニ

ッ

ト
も
別
個
で

あ
り
、

相
模
原
の

ク
ラ
ス2

、

4

に

R
I

F

が
出
て
い

る
と
し
て

もQ
M

C

に

は
影
響
が
な
い

は
ず
だ
が
、

移
動
時
にR

I
F

が
出
た
の

は
解
せ

な
い
。

県

　
移
動
に

伴
う
ス

ペ

ー
ス

に
つ

い

て

組
合
の

主
張
も
了
解
出
来
る
が
、

全
般
的
に

軍
の

撤
退
は
不
可
避
の

状
況
に

あ
り
こ

れ
がQ

M
C

に

も
影

響
し
、

Q
M

C

も
減
少
し
つ

つ

移
転
し
て

い

る
と
思
わ
れ
る
。

只
今
の

組
合
の

主
張
に
つ

い

て

は
エ

ッ

グ

マ

ン

大
佐
に

会
つ

て

確
認
し
て

み

る
。

組
合
　S

S
C

の

移
動
に
つ

い

て

は
す
で

に

発
表
後
三
十
八
日
経
過
し
て

お

り
具
体
的
に

は
八
月
十
一

日
に

労
務
者
が
移
動
し
、

行
か
れ
な
い

も
の

は
即
時
解
雇
さ
れ
る
と
の

こ

と
だ
が
、

何
ら
移
動
に

関
す
る
情
報
が
解

明
さ
れ
な
い

の

は
遺
憾
で

あ
る
。

こ

の

点
も
努
力
し
て

ほ
し
い
。

県
　

Q
M

C

の

情
報
と

併
せ
て

折
衝
し
て

み
る
。

議
長
　
そ
れ
で

は
本
件
は
こ

の

辺
で

終
り
第
二

議
題
に

進
み
ま
す
。

こ

れ
は

県
か
ら
答
弁
さ
れ
た
い
。

議
題
㈡
　P

D

切
替
え
に
つ

い

て

県

　
本
件
に
つ

い

て

は
先
の

労
協
、

事
務
折
衝
等
で

詳
細
に

説
明
し
た
と

お

り
で

あ
り
又
去
る
十
五
日
の

支
部
の

部
長
会
見
に

お
い

て

も
る
る
当

方
の

考
え
方
に
つ

い

て

は
説
明
し
た
と
お
り
で

あ
る
。

従
つ

て

今
後
と
も
調
達
庁
と
緊
密
な
連
絡
の

も
と
に

本
問
題
に

対
処
し

て

ま
い

り
た
い
。

組
合
　
池
子
のP

D

切
替
え
に
つ

い

て

は
ど
の

よ
う
に

な
つ

て
い

る
の

か
。

県

　
こ

れ
は
現
在
労
管
で

交
渉
中
で

あ
り
県
も
関
係
筋
に

折
衝
し
て
い

る

が
、

軍
で

も
現
在
具
体
的
な
こ

と
は
判
つ

て
い

な
い

の

で

調
査
し
て
い

る
。

組
合
　
輸
送
司
令
部
技
術
部
の

営
繕
関
係
で

はP
D

切
替
え
が
七
月
一

日
以

降
行
わ
れ
て
い

る
と
言
う
こ

と
だ
が
い

か
に

な
つ

て
い

る
の

か
。

県
　

P
A

に

情
報
を
聞
い

て
い

る
が
判
ら
な
い
。

陸
軍
司
令
部
はP

D

切

替
え
は
軍
と
し
て

も
研
究
し
て
い

る
の

で

噂
は
流
れ
る
で

あ
ろ
う
が

統

合
司
令
部
と
政
府
で

協
議
調
整
後
行
わ
れ
る
の

でP
A

か
ら
通
告
が
あ

ろ
う
と
言
つ

て
い

る
の

でP
A

に

連
絡
を
と
つ

て
い

る
。
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組
合
　

座
間
モ

ー
タ
ー
プ
ー
ル

のP
D

切
替
え
に
つ

い

て

は
十
五
日P

A

長

官
が
座
間
に

行
き
折
衝
し
た
と
こ

ろ
だ
が
、

こ

の

情
況
に
つ

い

て

十
六

日P
A

長
官
と
の

折
衝
に
お
け
る
説
明
と
部
長
の

記
者
発
表
に

よ
る

報

道
と
の

間
に

誤
り
が
あ
る
。

新
聞
で

は
こ

の

問
題
は
十
月
一

日
以
降
に

延
期
に

な
つ

た
と

報
道
し
、

部
長
の

発
表
内
容
は
あ
た
か
も
折
衝
が
成

功
し
た
か
に

み
ら
れ
る
が
、

長
官
は
政
府
と
の

事
前
調
整
の

間
契
約
は

せ

ず
従
つ

て

こ

の

間R
I

F

は
な
い

と
言
う
当
然
の

こ

と
を
発
表
し
た

に

す
ぎ
な
い
。

こ

の

点
誤
解
の

な
い

よ
う
に

し
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の

席
上
長
官
は
事
前
協
議
中
に

契
約
は
行
わ
ず
従
つ

て

今
、

明
日
中

R
I

F

は
出
さ
な
い
。

も
しR

I
F
が
出
れ
ば
撤
回
す
る
旨
を
確
認
し

県
に

も
本
朝
に
こ

の

旨
連
絡
す
る
と
の

こ

と
で

あ
つ

た
の

で
、

県
と
し

て

も
事
前
調
整
中
のR

I
F

は
撤
回
す
る
よ
う
確
認
し
て

ほ
し
い
。

県
　

丸
山
長
官
に
、

事
前
調
整
し
な
い

でP
D

に

切
替
え
る
の

は
お

か
し

い

の

で

折
衝
し
て

く
れ
る
よ
う
お
願
い

し
、

座
間
の

陸
軍
司
令
部
に

行

つ

て

も
ら
つ

た
。

そ
の

結
果
に

つ

い

て

は
余
り
時
間
が
な
か
つ

た
の

で

詳
細
に

聞
け
な
か
つ

た
が
、P

D

切
替
え
は
政
府
と
調
整
し
て

行
う
。

調

整
中
はR

I
F

は
な
い

と
い

う
こ

と
だ
つ

た
か
ら
、

こ

れ
を
記
者
に

話

し
た
ま
で

で

あ
る
。

組
合
の

確
認
要
求
に
つ

い

て

は
、

P
A

か
ら
ま
だ

指
示
が
な
い

の

で

応
じ
か
ね
る
が
、

長
官
が
確
認
し
た
の

な
ら
組
合
の

心
配
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い

だ
ろ
う
。

議
長
　P

D

切
替
え
の

問
題
は
重
要
で

あ
り
、

ま
だ
お

互
に

意
見
を
充
分
出

し
つ

く
し
て

な
い

の

で

す
が
、

時
間
も
大
部
過
ぎ
て

お
り
ま
す
の

で
、

本
日
は
こ

の

辺
に

し
て

近
日
中
に

協
議
会
を
再
会
し
て

討
議
し
あ
つ

た

ら
ど
う
で

す
か
。

双
方
　
異
議
な
し
。

議
長
　
で

は
再
会
日
は
双
方
打
合
せ

し
て

決
め

る
こ

と
に

し
て

本
日
は
こ

れ

で

終
り
ま
す
。

㈡

三
三
労
調
第
四
〇
七
号

昭
和
三
十
三
年
十
二

月
二

十
五
日

　
企
画
渉
外
部
長（
印
）

横
須
賀
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
殿

労
働
協
議
会
議
事
録
の

送
付
に
つ

い

て

昭
和
三
十
三
年
十
二

月
十
日
開
催
し
た
全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
と
の

労
働
協

議
会
の

議
事
録
を
別
紙
の

と
お
り
送
付
す
る
か
ら
執
務
の

参
考
と
さ
れ
た
い
。

全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
と
の

労
働
協
議
会
議
事
録

一

　

日

時
　

昭
和
三
十
三
年
十
二

月
十
日

九
時
五
十
分
〜
十
二

時
五
十
分

©神奈川県立公文書館



一

　
場

所
　
横
浜
労
管
会
議
室

一

　
出
席
者
　
県

側
　
佐
々

木
部
長
、

伊
藤
、

三
好
課
長
、

江
川
、

田
中
、

内
田
各
係
長
、

五
十
嵐
、

井
根
各
委
員
外
一

名

書
記
・

斉
藤
係
員

組
合
側
　

勝
島
委
員
長
、

室
井
副
委
員
長
、

鈴
木
書
記
長
、

友

松
委
員
外
十
名

一

　
議

題

㈠
　
人
員
整
理
に
つ

い

て

当
面
の

人
員
整
理
に
つ

い

て

は
退
職
手
当
の

割
増
を
す
る
よ
う
来
月
四
月

二

十
八
日
以
降
ま
で

に

延
期
さ
れ
た
い
。

㈡
　
年
末
手
当
に
つ

い

て

年
末
手
当
の

支
給
時
期
を
明
確
に

さ
れ
た
い
。

㈢
　P

D

切
替
え
に
つ

い

て

港
湾
関
係
のP

D

切
替
え
に
つ

い

て

県
は
ど

の

よ

う
に

対
処
し
て
い

る

か
。

㈣
　
当
面
の

労
働
問
題
に
つ

い

て

1

　
座
間
の

消
防
通
訳
に

対
す
る
体
力
テ
ス

ト
に

よ
る
不
適
格
解
雇
に
つ

い

て

は
契
約
上
違
法
性
が
あ
る
の

で

職
場
復
帰
の

措
置
を

と

ら

れ

た

い
。

2

　C
Y

M
G

関
係
の

勤
務
時
間
制
変
更
に
つ

い

て

は
軍
の
一

方
的
通
告

に

よ
り
行
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
か
。

又
こ

の

場
合
賃
下
げ
に

な
る
措
置

に

つ

い

て

は
ど
う
か
。

3

　
制
服
支
給
の

完
全
実
施
に
つ

い

て

は
ど
の

よ
う
に

な
つ

て
い

る
か
。

特
にC

Y
M

G

関
係
運
転
手
に
つ

い

て

は
人
員
整
理
の

関
係
も
あ
る
の

で

早
急
に

支
給
さ
れ
た
い
。

㈤
　
米
軍
不
要
器
材
の

払
下
げ
に
つ

い

て

米
軍
不
要
器
材
を
積
極
的
に

優
先
利
用
出
来
る

よ

う

あ
つ

せ

ん
さ
れ
た

い
。

㈥
　
懸
案
事
項
の

解
決
に
つ

い

て

1

　
通
勤
距
離
外
の

解
雇
手
当
支
給
に

つ

い

て

は
年
末
手
当
支
給
時
期
ま

で

に

解
決
す
る
よ
う
折
衝
さ
れ
た
い
。

2

　
不
均
衡
是
正
に
つ

い

て

は
引
続
き
小
委
員
会
で

討
議
す
る
こ

と
と
し

た
い
。

㈦
　
追
加
議
題

1

　
特
別
給
付
金
即
時
支
給
に
つ

い

て
。

2

　I
B

M

取
扱
労
務
者
の

賃
下
げ
に
つ

い

て
。

一

　

議

長
　
組
合
側
、

室
井
副
委
員
長

議
長
　
只
今
か
ら
労
働
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
が
、

議
事
に

入
る
前
に

何
か
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ご
ざ
い

ま
す
か
。

県

　
既
に

文
書
に

て

御
通
知
し
ま
し
た
が
、

松
原
委
員
に

替
り
内
田
労
務

厚
生
係
長
を
新
委
員
に

任
命
し

ま

し

た

の

で

よ
ろ
し
く
お

願
い

し
ま

す
。

組
合
　
議
題
に
つ

い

て

は
事
前
打
合
せ

し
た
と
こ

ろ
で

あ
る
が
、

特
別
給
付

金
即
時
支
給
の

件
とG

D
J

のI
B

M

取
扱
労
務
者
の

賃
下
げ
の

件
を

追
加
願
い

た
い
。

県

　
了
解
。

議
長
　
で

は
第
一

議
題
に
つ

い

て

組
合
側
か
ら
提
案
説
明
さ
れ
た
い
。

議
題
㈠
　
人
員
整
理
に
つ

い

て

組
合
　
本
件
は
既
に

事
前
折
衝
し
て
い

る
の

で

細
部
に
つ

い

て

は
省
略
し
次

の

点
お

聞
き
し
た
い
。

⑴
　

最
近R

I
F

が
続
出
し
て

お
り
、

本
日
の

新
聞
で

も
輸
送
司
令
部

に

来
年
三
月P

D

切
替
え
に

よ
る

千
名
の

大
量R

I
F

が
あ
る
と

報
じ

て

お
り
、

調
達
庁
の

当
初
の

情
報
よ

り

も

R
I

F

が
増
加
し
て
い

る

が
、

R
I

F

の

新
情
報
を
入
手
し
て

お

れ
ば
発
表
願
い

た
い
。

⑵
　
当
面
出
て
い

るR
I

F

は
退
職
手
当
の

増
額
さ
れ
る
四
月
二

十
八

日
以
降
に

延
期
願
い

た
い

が
こ

れ
に
つ

い

て

は
ど
う
か
。

県

　
第
一

点
に
つ

い

て

は
、

知
事
、

部
長
を
は
じ
め

我
々

事
務
段
階
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
対
軍
折
衝
し
、

又
中
央
を
通
じ
て

も
入
手
に

努

力
し
て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
り
、

先
般P

A

と

折
衝
し
た
と
こ

ろ
十
二

月

上
旬
に

確
定
的
情
報
が
入
る
や
に

聞
い

て
い

た
が

現
在
ま
で

連
絡
は
な

い
。

従
つ

て

別
段
新
し
い

情
報
は
入
手
し
て
い

な
い
。

本
日
新
聞
発
表

の

輸
送
司
令
部
の

大
量R

I
F

に
つ

い

て

はP
A

か
ら
中
央
本
部
に

内

示
さ
れ
て

あ
る
と
こ

ろ
の

も
の

で

あ
る
。

第
二

点
は
当
面
発
出
さ
れ
て
い

る
人
員
整
理
は
部
隊
の

移
動
閉
鎖
、

予

算
削
減
等
や
む
を
得
な
い

事
由
に

よ
る
も
の

で

あ
る
の

でR
I

F

を
延

期
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

R
I

F

を
四
月
二

十
八
日
以
降
に

延
期
す

る
こ

と
に

よ
る
退
職
手
当
割
増
の

問
題
に
つ

い

て

は
一

地
方
的
な
問
題

で

な
く
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
の

で

中
央
の

交
渉
と
せ
ら
れ
た
い
。

な

おR
I

F

に

よ
る
解
雇
者
に

つ

い

て

は
従
来
か
ら
行
つ

て

き
た
と
同
様

に

出
来
る
限
り
救
済
に

努
力
し
た
い
。

組
合
　
四
月
二

十
八
日
ま
で

のR
I

F

延
期
に
つ

い

て

は
中
央
で

交
渉
し
て

お
り
又
地
本
と
し
て

は
県
会
議
長
、

知
事
に

申
入
れ
を
行
つ

て
い

る
と

こ

ろ
だ
が
、

大
体
にP

A

も
県
もR

I
F

の

延
期
交
渉
は
本
腰
を
入
れ

て
い

な
い

よ
う
に

思
わ
れ
る
。

権
利
の

み
を
剝
奪
し
て

退
職
金
や
特
別

給
付
金
の

支
給
が

遅
れ
、

軍
の

や
り
方
は
一

方
的
で

あ
る
。

四
月
二

十

八
日
ま
で

の

延
期
に

対
す
る
県
の

見
解
は
ど
う
か
。
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又
、

労
管
業
務
停
止
期
間
即
ち
十
二

月
二

十
八
日
か
ら
一

月
四
日
ま
で

の

間
に

解
雇
予
告
を
出
す
よ
う
な
事
案
は
あ
る
の

か
ど
う
か
。

あ
る
と

し
た
ら
撤
回
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

県
　

四
月
二

十
八
日
ま
で

の

延
期
に

つ

い

て

は
、

組
合
の

主
張
も
判
る
が

現
在
発
出
中
のR

I
F

は
日
米
共
同
声
明
に

よ
る
必
然
的
結
果
で

あ
り

や
む
を
得
な
い

も
の

と
思
わ
れ
る
の

で

延
期
は
不
可
能
と
考
え
る
。

従

つ

て

先
程
回
答
の

如
く
中
央
の

問
題
と
い

た
し
た
い
。

又R
I

F

の

情

報
に

つ

い

て

は
知
事
も
私
も
努
力
し
て

お

り
あ
る
程
度
の

個
人
的
な
も

の

は
判
つ

て
い

る
が
正
式
の

席
上
で

発
表
す
る
段
階
に

は
致
つ

て
い

な

い
。

先
般
軍
よ
り
十
二

月
二

十
四
日
か
ら
一

月
六
日
ま
で

のR
I

F

に
つ

い

て

は
避
る
と
い

う
文
書
を
入
手
し
た
が
、

労
管
業
務
停
止
期
間
中
に

解

雇
予
告
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い

て

は
確
定
的
な
こ

と
は
判
明
し
て

い

な

い
。

も
し
出
て

来
た
場
合
は
ケ
ー
ス
・

バ

イ
・

ケ
ー
ス

で

調
整
し
た
い
。

組
合
　
二

十
七
日
以
降
の

解
雇
予
告
な
ら
ば
十
二

日

頃
の

発
表
と

な
る
の

だ

が
、

こ

の

こ

と
が

判
ら
な
い

と
云
う
こ

と
は
少
く
と

も
契
約
に

あ
る
事

前
調
整
が
な
さ
れ
て

い

な
い

と
い

う
証
拠
で

あ
る
。

ケ
ー
ス

・

バ

イ
・

ケ
ー
ス

で

や
る
と
い

う
こ

と
が
こ

の

よ
う
な
こ

と
で

は
軍
の
一

方
的
な

も
の

に

終
つ

て

し
ま
う
の

で
、

只
今
の

回
答
で

は
不
満
で

あ
る
。

輸
送
司
令
部
の

大
量R

I
F

に
つ

い

て
、

陸
上
輸
送
部
隊
に

お
い

て

は

業
者
が
メ
ン

テ
ナ
ン

ス

を
調
査
し
て

お

り
富
士
モ

ー

タ
ー
が
取
る
気
配

が
あ
る
。

ガ
ー
ド
に

お
い

て

は
軍
は
ウ
エ

ヤ
ハ

ウ
ス
、

シ

ツ

プ
ハ

ウ
ス

の

ガ
ー
ド
は
用
は
な
い

と
の

こ

と
な
の

でR
I

F

に

な
る
の

で

は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、

こ

れ
ら
に

つ

い

て

の

影
響
は
ど
う
か
。

県

　
こ

れ
に
つ

い

て

は
第
三
議
題
と
関
連
が
あ
る
の

で

併
せ
て

回
答
し
ま

す
。

輸
送
司
令
部
のP

D

切
替
え
に

よ
るR

I
F

に
つ

い

て

は
目
下
中

央
に

お
い

て

折
角
事
前
調
整
中
で

あ
る
の
でP

A

と
緊
密
な
連
絡
の

も

と
に

対
処
し
て

い

き
た
い
。

又P
A

の

情
報
に

よ
る
と
、

ガ
ー
ド
は
別
段
影
響
は
な
い

模
様
で

あ
り

陸
上
輸
送
部
隊
に
つ

い

て

は
モ

ー

タ
ー
プ
ー
ル

全
体
で

七
五
名
のR

I

F

計
画
が
あ
る
が
現
在
輸
送
司
令
部
の

モ

ー

タ
ー
プ
ー
ル

に

四
十
名
い

る
の

で

七
五
名
全
員
が
陸
上
輸
送
部
隊
に

該
当
す
る
の

か
、

モ

ー
タ
ー

プ
ー
ル

の

四
十
名
と
残
り
が
陸
上
輸
送
部
隊
に

な
る
の

か

判
ら
な
い

の

でP
A

に

調
整
方
を
督
促
し
て

い

る
。

い

ず
れ
に

し
て

も
輸
送
司
令
部

の

ミ

ラ
ー

司
令
官
と
近
い

う
ち
会
談
を
も
つ

て

た
し
か
め
て

み
る
。

議
長
　
で

は
本
件
の
、

R
I

F

を
四
月
二

十
八
日
ま
で

延
期
す
る
件
に
つ

い

て

は
、

県
は
一

応
組
合
の

主
張
を
了
解
し
て
い

る
が
県
の

立
場
で

は
不

可
能
な
の

で

中
央
に
上
げ
る
と
い

う
の

で
、

組
合
も
中
央
に
上
げ
る
と
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い

う
こ

と
に

し
て

は
ど
う
で

す
か
。

組
合
　
前
回
の

労
協
に

お
い

て

も
県
は
中
央
と

統
合
司
令
部
の

段
階
で

あ
る

と
し
て

い

る
が
、

過
去
座
間
の

年
末
のR

I
F

を
撤
回
し
た
場
合
の

よ

う
に

や
は
り
現
地
で

努
力
し
な
い

こ

と
に

は
実
績
は
上
ら
な
い
。

本
件

はP
A

に

上
げ
る
と

共
に

現
地
で

も
、

年
末
年
始
のR

I
F

反
対
と
四

月
二

十
八
日
延
期
を
決
意
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

県

　
卒
直
に

云
う
と

現
在
出
て
い

るR
I

F

は
、

十
一

月
中
に

発
出
さ
れ

る
べ

き
も
の

も
あ
り
、

人
員
に
つ

い

て

も
当
初
は
大
部
多
か
つ

た
の

だ

が
、

現
地
交
渉
等
を
行
い

現
在
の

如
く
に

な
つ

た
次
第
で

組
合
の

主
張

も
判
る
が
現
状
か
ら
は
不
可
能
で

あ
る
の

で
、

全
国
的
な
視
野
か
ら
解

決
を
計
つ

て
い

き
た
い
。

正
式
の

席
上
で

県
が
反
対
と
か
延
期
の

確
答

は
い

た
し
か
ね
る
。

問
題
は
今
後
業
務
停
止
期
間
中
の

解
雇
予
告
に
つ

い

て

で

あ
り
、

こ

れ
は
出
て

来
た
ら
ケ
ー
ス

・

バ

イ
・

ケ
ー
ス

で

折
衝

し
よ
う
。

組
合
　
座
間
のP

D

切
替
え
以
降
県
は
軍
の
一

方
的
措
置
を
、

や
む
を
得
な

い

も
の

と
あ
き
ら
め
て

い

る
向
き
に

あ
り
県
の

立
場
上
言
明
出
来
な
い

こ

と
は
判
る
が
、

組
合
と
し
て

は
本
席
以
外
に

管
理
者
と
し
て

の

知
事

に

組
合
の

主
張
を
申
入
れ
る
機
会
が
な
い
。

組
合
の

要
求
に
つ

い

て

は

県
政
上
か
ら
も
、

労
働
者
の

権
利
を
守
る
上
か
ら
も
知
事
以
下
折
角
の

努
力
を
願
う
。

県

　
貴
主
張
に
つ

い

て

は
知
事
に

充
分
伝
え
ま
す
。

組
合
　
小
柴
石
油
廠
の

消
防
が
一

月
二

十
三
日
付
で

全
員
解
雇
さ
れ
る
が
、

少
く
と
も
大
量
の

石
油
を
取
扱
う
職
場
と
し
て

消
防
が
い

な
い

と
い

う

こ

と
は
あ
り
え
な
い

の

で
、

P
D

業
者
に

や
ら
せ

る
か
又
は
富
岡
の

労

務
者
を
も
つ

て

く
る
か
い

ず
れ
か
だ
と

思
う
が
、

将
来
は
如
何
に

な
る

の

か

早
く
目
安
を
つ

け
て
い

た
だ
き
た
い
。

尚
安
善
、

生
麦
の

消
防
に

つ

い

て

も
同
様
お

願
い

す
る
。

県

　
本
件
に

つ

い

て

は
早
急
に

調
査
し
て

通
報
す
る
。

組
合
　
追
浜
兵
器
廠
内
の

富
士
モ

ー

タ
ー

は
来
年
一

月
契
約
解
除
と
な
る
が

企
業
誘
致
の

あ
か
つ

き
は
若
干
労
務
者
が
残
つ

て
い

る
方
が
有
利
と
み

て
、

追
浜
で

最
後
ま
で

残
る
と
み
ら
れ
て
い

る
利
材
課
、

M
H

E

のP

D

化
を
策
動
し
て

い

る
の

で
、

問
題
と
な
ら
な
い

う
ち
に

手
を
打
つ

て

ほ
し
い
。

県

　
了
解
。

議
長
　
で

は
本
件
は
こ

の

位
で

次
に

進
み
ま
す
。

第
二

議
題
以
後
は
事
前
打

合
せ
で

組
合
の

主
張
点
が
明
確
に

さ
れ
て
い

ま
す
の

で
、

県
か
ら
一

括

答
弁
さ
れ
た
い
。

県

　
そ
れ
で

は
回
答
し
ま
す
。
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議
題
二
、

年
末
手
当
に
つ

い

て
。

こ

れ
に
つ

い

て

は
〇
・

一

増
額
の

た

め

中
央
に

お

け
る
手
続
と
の

関
係
も
あ
り
、

現
在
の

と
こ

ろ
支
給
期
日

に
つ

い

て

本
席
で

は
明
言
す
る
段
階
に

至
つ

て
い

な
い
。

従
つ

て

支
給

期
日
の

見
通
し
が
つ

き
次
第
貴
方
に

お

伝
え
し
た
い
。

議
題
四
、

当
面
の

労
働
問
題
に
つ

い

て
。

第
一

項
の

座
間
の

消
防
通
訳

に

対
す
る
不
適
格
解
雇
に
つ

い

て

は
八
月
十
二

日
体
力
テ
ス

ト
の

不
合

格
者
に

再
度
九
月
二

十
五
日

第
二

次
テ
ス

ト
の

機
会
も
与
え
た
の

で
あ

る
が
、

結
果
的
に

は
合
格
し
な
か
つ

た
。

そ
の

後
配
転
措
置
等
を
講
じ

た
が
、

他
に
ス

ペ

ー
ス

が
な
く
結
局
軍
の

要
求
す
る
職
務
を
十
分
に

遂

行
出
来
な
い

と
し
て
、

細
目
書I

E

節4

の

手
続
の

と
お

り
不
適
格
解

雇
と
な
つ

た
も
の

で

あ
り
契
約
違
反
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

な
お

個
々

の

具
体
的
問
題
に

つ

い

て

は
本
席
親
し
ま
ぬ

問
題
な
の

で

意
見
が
あ
れ

ば
苦
情
処
理
委
員
会
に

付
託
し
た
い
。

第
二

項
に
つ

い

て
。

C
Y

M
G

関
係
の

勤
務
時
間
制
変
更
に
つ

い

て

は

契
約
に

よ
る
十
五
日

前
に
か
か
わ
ら
ず
、

十
一

月
中
よ
り
軍
側
と

意
見

調
整
を
行
い

最
終
的
に

十
二

月
十
四
日
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に

な
つ

て

い

る
も
の

で

あ
つ

て
、

軍
側
か
ら
の
一

方
的
通
告
に
よ
つ

て

実
施
し
て

い

る
も
の

で

は
な
い
。

な
お

時
間
制
変
更
に

伴
う
夜
間
給
減
少
は
必
然

的
な
結
果
で

あ
つ

て

や
む
を
得
な
い

も
の

で

あ
る
の

で

御
了
承
願
い

た

い
。

第
三
項
に

つ

い

て
。

基
本
労
務
契
約
に

基
く
制
服
支
給
に

つ

い

て

は
昨

年
五
月
八
日
旧
附
属
協
定
第
一

三
七
号
実
施
以
来
警
備
員
、

消
防
夫
に

対
し
て

は
概
ね
支
給
さ
れ
た
が
自
動
車
運
転
手
に

対
し
て

は
、

全
国
的

に

も
人
員
輸
送
の

運
転
手
の
一

部
を
除
い

て

他
は
支
給
さ
れ
て
い

な
い

状
況
で

あ
る
。

又
制
服
を
支
給
さ
れ
る
の

は
基
本
契
約
に

も
示
さ
れ
て

い

る
如
く
「
軍
側
が
特
に

免
除
す
る
場
合
を
除
き
」
と
あ
り
、

従
来
現

地
軍
よ
り
貸
与
又
は
支
給
さ
れ
て
い

る
被
服
も
あ
り
且
つ

軍
側
予
算
等

の

関
係
で

支
給
さ
れ
な
い

者
も
あ
る
。

C
Y

M
G

関
係
運
転
手
に
つ

い

て

は
横
浜
労
管
所
長
よ
り
文
書
を
も
つ

て

支
給
促
進
方
要
請
す
る
と
共

に

直
接
司
令
官
に

も
支
給
方
要
請
し
た
が
予
算
の

関
係
で

支
給
は
困
難

で

あ
る
旨
の

回
答
に

接
し
て
い

る
。

議
題
五
、

米
軍
不
要
器
材
の

払
下
げ
に

つ

い

て
。

こ

れ
に
つ

い

て

は
商

工

部
が
直
接
業
務
を
担
当
し
、

渉
外
部
と
し
て

は
、

払
下
げ
を
う
け
る

個
人
も
し
く
は
団
体
が
離
職
者
で

あ
る
こ

と
の

証
明
等
の

所
謂
間
接
業

務
と
な
る
が
、

去
る
八
日
の

失
対
幹
事
会
で

発
表
説
明
が
あ
つ

た
と
お

り
、

今
般
「
米
軍
処
分
財
産
の

取
得
並
び
に

払
下
げ
取
扱
要
領
」
が
定

め
ら
れ
た
の

で
、

今
後
払
下
げ
は
こ

の

取
扱
要
領
に

従
つ

て

行
わ
れ
る

こ

と
に

な
る
。

こ

の

要
領
を
定
め

た
趣
旨
は
米
軍
処
分
財
産
を
特
に

駐

©神奈川県立公文書館



留
軍
関
係
離
職
者
の

た
め
一

般
制
限
を
解
除
し
て

払
下
げ
を
う
け
る
こ

と
に
つ

い

て

の

手
続
を
定
め
た
こ

と
に

あ
る
の

で
、

爾
後
払
下
げ
業
務

は
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
こ

と
に

な
る
と

思
う
が
、

な
お

貴
要
望
を
関
係

部
に

連
絡
し

極
力
援
助
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

議
題
六
、

懸
案
事
項
の

解
決
に
つ

い

て
。

第
一

項
のS

S
C

及
び
追
浜

兵
器
廠
の

部
隊
移
動
に

伴
う
紛
争
に

つ

い

て

は
目
下
中
央
に

お
い

て

折

角
対
軍
折
衝
中
で

あ
る
の

で

見
通
し
が
つ

き
次
第
貴
方
に

御
連
絡
し
た

い
。

第
二

項
の

不
均
衡
是
正
の

諸
懸
案
事
項
に

つ

い

て

は
引
続
き
小
委
員
会

等
で

討
議
の

上
解
決
を
計
り
た
い
。

追
加
議
題
の

特
別
給
付
金
即
時
支
給
に
つ

い

て

は
、

大
蔵
省
か
らP

A

に

流
さ
れ
る
一

般
会
計
の

資
金
が
遅
れ
て
い

た
が
、

最
近
資
金
が
来
た

の

で

出
来
る
だ
け
早
く
支
給
す
る
こ

と
と
い

た
し
た
い
。

I
B

M

取
扱
者
の

賃
下
げ
に
つ

い

て

は
、

キ
ー
パ

ン

チ
オ
ペ

レ

ー

タ
ー

か
ら
チ
ー
フ

オ
ペ

レ

ー

タ
ー

ま
で

の

大
枠
内
で

支
給
し
て
い

た
が
、

十

二

月
二

日P
A

か
ら
の

通
達
に

よ
り
十
月
一

日
以
降
は
、

キ
ー
パ

ン

チ

オ
ペ

レ

ー
タ
ー
、

マ

シ

ン

オ
ペ

レ

ー

タ
ー
シ

ス

テ
ム

サ
ー
ビ
ス
、

サ
ー

ビ
ス

マ

ン
、

チ
ー
フ

オ
ペ

レ

ー

タ
ー

そ
れ
ぞ
れ
の

枠
内
で

支
給
す
る
こ

と
に

な
つ

た
が
、

貴
要
求
に
つ

い

て

は
中
央
で

抜
本
的
に

解
決
を
計
り

た
い
。

組
合
　
議
順
を
追
つ

て

討
議
し
て

い

き
ま
す
。

ま
ず
第
二

議
題
の

年
末
手
当
支
給
に
つ

い

て

は
、

一

・

八
ケ
月
分
を
先

に

払
う
の

で

な
く
増
額
分
を
含
め
て

十
五
日
に

よ
り
近
い

日
に

支
給
す

る
こ

と
を
確
認
し
た
い
。

県

　
〇
・

一

増
額
は
既
定
の

事
実
で
、

労
管
へ

は
一

・

九
ケ
月
分
で

準
備

さ
せ
て

お

り
ま
す
の

で
、

附
属
協
定
締
結
次
第
十
五
日
に

よ
り
近
い

日

に

支
給
す
る
。

組
合
　
第
三
議
題
の

輸
送
司
令
部
のP

D

切
替
え
に
つ

い

て

は
、

ス

テ
ベ

ド

ア
ー
、

チ
ェ

ッ

カ

ー
に
つ

づ
き
今
次
は
大
量
に

予
想
さ
れ
、

組
合
と
し

て

は
県
会
の

緊
急
対
策
と
し
て

申
入
れ
て

あ
り
、

実
力
行
使
の

準
備
も

あ
り
、

船
員
は
明
十
一

日
か
ら
四
十
八
時
間
ス

ト
に

入
る
。

座
間
のP

D

切
替
え
の

経
緯
を
み
て

も
事
前
調
整
に
入
る
前
に

県
で

は
反
対
の

意

思
表
示
を
軍
に

強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

県
　

近
く
部
長
が
ミ

ラ
ー

司
令
官
と

会
う
こ

と
に

な
つ

て

い

る
の

で

折
衝

し
て

み
ま
す
。

組
合
　
第
四
議
題
第
一

項
は
労
管
、

県
で

折
衝
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に

軍
の

予
告
通
り
解
雇
と
な
つ

た
。

し
か

し
消
防
通
訳
に

「
懸
垂
」
や
「
腕
立

て

ふ
せ

」
等
の

体
力
テ
ス

ト

を
実
施
す
る
と

云
う
こ

と
は
過
去
に

も
又
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採
用
時
の

労
働
契
約
に

も
な
く
疑
問
が

あ
る
上
に
、

不
合
格
だ
か
ら
と

不
適
格
解
雇
す
る
の

は
契
約
上
疑
義
が
あ
る
。

苦
情
処
理
委
員
会
で

折

衝
す
る
と
し
て

も
職
場
に

復
帰
さ
せ
て

か

ら
す
べ

き
で

あ
る
。

県
　

体
力
テ
ス

ト
不
合
格
が
即
不
適
格
解
雇
で

な
く
、

消
防
通
訳
と
し
て

は
無
理
な
の

で

適
当
な
ス

ペ

ー
ス

を
さ
が
し
た
が
な
か
つ

た
の

で

や
む

な
く
解
雇
し
た
次
第
で
、

こ

れ

は

契
約
の

手
続
通
り
の

も
の

で

あ
る
。

個
人
的
な
こ

と
は
本
席
に

親
し
ま
な
い

の

で

苦
情
処
理
委
員
会
で

や
ろ

う
。

組
合
　
解
決
見
通
し
の

あ
る
も
の

な
ら
苦
情
処
理
委
員
会
で

や
る
の

も
よ
い

が
、

や
む
を
得
な
い

と
云
う
考
え
に

立
つ

て

の

な
ら
了
解
出
来
な
い
。

県
は
本
人
と

会
つ

て
い

な
い

の

で

実
情
は
判
ら
な
い

と
思
う
が
、

消
防

通
訳
は
現
場
に

行
か

ず
、

電
話
当
番
な
の

で

体
力
は
必
要
と
し
な
い
。

未
だ
調
整
期
間
は
短
い

の

で

努
力
す
る
余
地
は
あ
る
の

で

は
な
い

か
。

県
　

我
方
と
し
て

は
大
綱
的
な
契
約
論
を
討
議
し
て

い

る
の

で

あ
り
、

個

人
的
な
こ

と
と
な
つ

た
ら
ニ

ュ

ア
ン

ス

が
異
な
る
の

で

別
な
解
決
の

仕

方
も
あ
る
と

思
う
。

大
綱
的
に

は
契
約
違
反
で

な
く
貴
方
と

意
見
一

致

を
み
な
い

の

で

中
央
の

問
題
と
な
る
。

組
合
　
組
合
と
し
て

は
解
雇
無
効
を
主
張
し
、

県
は
や
む
を
得
な
い

と
し
て

い

る
が
、

こ

の

契
約
上
の

疑
義
に
つ

い

て

は
争
う
場
所
で

争
う
こ

と
と

し
て
、

そ
の

間
は
労
務
者
は
在
籍
さ
せ
る
よ
う
に

し
て

ほ
し
く
、

年
末

手
当
支
給
時
ま
で

に

復
職
さ
せ

る
べ

く
至
急
実
情
調
査
し
て

努
力
し
て

ほ
し
い
。

契
約
解
釈
に
つ

い

て

軍
は
一

方
的
で

あ
り
こ

れ
が
違
法
か
否
か
はP

A

に

上
げ
る
こ

と
に

し
て

も
、

悪
意
に

よ
る
解
雇
の

た
め
の

テ
ス

ト

は
許

せ
な
い

の

で

こ

の

考
え
の

上
に

立
つ

て

反
対
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

も

し
こ

れ
が
許
さ
れ
る
な
ら
将
来
悪
例
と
し
て

次
々

問
題
が
起
る
よ
う
に

な
る
。

県

　
契
約
の

疑
義
に
つ

い

て

は
中
央
に

委
ね
る
こ

と
に

し
て
、

個
人
的
な

こ

と
は
苦
情
処
理
委
員
会
で

討
議
し
ま
す
。

組
合
　
二

項
の

陸
上
輸
送
部
隊
の

勤
務
時
間
制
変
更
に
つ

い

て

は
、

十
五
日

以
前
の

事
前
通
知
は
事
実
で

あ
る
が
、

R
I

F

の

続
出
し
て
い

る
時
期

に

し
か
も
十
二

月
十
四
日
に

変
更
す
る
と
い

う
の

は
、

退
職
手
当
や
年

末
手
当
の

賃
下
げ
を
狙
つ

て
い

る
こ

と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

今
ま
で

の

時
間
制
は
労
基
法
違
反
と

云
う
が
、

今
日
ま
で

軍
に

協
力
し
て

来
た
の

で

こ

と
さ
ら
こ

の

時
期
に

な
つ

て

変
更
す
る
の

は
納
得
出
来
な
い
。

県

は
軍
の

経
営
権
に

属
す
る
の

で

や
む
を
え
な
い

と
い

う
態
度
で

な
く
、

一

ま
ず
延
期
し
て

話
し
合
つ

て

ほ
し
い
。

軍
で

ど
う
し
て

も
強
行
す
る

と

云
う
の

な
ら
当
面
十
四
日

実
施
を
延
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

©神奈川県立公文書館



県

　
こ

れ
は
先
程
回
答
の

通
り
、

軍
の
一

方
的
通
告
に

よ
る
も
の

で

な
く

契
約
上
の

十
五
日
前
に

こ

だ
わ
ら
ず
十
一

月
中
か
ら

折
衝
し
て

い

る
と

こ

ろ
で

あ
り
、

軍
の

通
告
か
ら
十
五
日
間
た
て

ば
実
施
せ
ざ
る
を
え
な

い

の

で
、

延
期
は
困
難
で

あ
る
。

組
合
は
賃
下
げ
と
云
う
が
客
観
的
に

み
て

別
段
基
本
給
は
下
ら
ず
若
干
夜
間
給
が
下
る
の

み
で

あ
る
。

組
合
　
本
件
は
前
か
ら
委
員
長
が
交
渉
し
て
い

た
と
し
て

も
、

正
式
交
渉
は

本
席
は
じ
め
て

な
の

で
、

ま
だ
県
で

あ
き
ら
め
た
結
論
を
出
す
段
階
で

は
な
い
。

軍
は
政
府
、

県
の

立
場
を
無
視
し
て

の

政
策
を
お

し
つ

け
て

来
て

お

り
、

情
報
で

は
一

月
三
十
一

日

付
四
十
名
のR

I
F

が
出
る
そ

う
な
の

で
こ

の

際
特
に

知
事
、

部
長
が
卒
先
し
て

や
つ

て

ほ
し
い
。

県

　
県
に

上
つ

て

く
る
問
題
は
、

労
管
、

支
部
も
県
に

来
て

交
渉
す
る

し
、

県
も
労
管
と

歩
調
を
合
せ
て

交
渉
し
て

お
り
、

本
件
も
十
二

月
一

日
変
更
と
な
る
と
こ

ろ
十
二

月
十
四
日
ま
で

延
期
し
、

只
今
の
一

月
三

十
一

日
のR
I

F

も
延
期
す
る
こ

と
に

な
つ

て
い

る
。

こ

れ
で

も
判
る

よ
う
に

軍
に
お

し
切
ら
れ
て
い

る
こ

と
な
く
県
で

は
や
つ

て

お
り
、

知

事
も
他
県
に

比
し
て

渉
外
間
題
に

関
心
を
も
つ

て

や
つ

て

い

る
。

組
合
　
制
服
支
給
に

つ

い

て

は
契
約
条
文
を
そ
の

ま
ま
解
釈
す
れ
ば
県
の

主

張
の

如
く
に

も
と
れ
る
が
、

労
務
者
の

立
場
か
ら

す
れ
ば
同
じ
県
で

働

き
乍
ら
海
軍
は
支
給
さ
れ
陸
軍
は
支
給
さ
れ

な
い

の

は
納
得
出
来
な

い
。

契
約
締
結
時
の

精
神
は
制
服
を
支
給
し
て

や

ろ
う

と
云
う
に

あ

り
、

我
方
も
そ
の

前
提
で

厚
生
協
議
会
、

労
働
協
議
会
で

話
合
つ

て

来

た
の

をR
I

F

の

出
て

い

る
現
在
制
限
条
項
云
々

と
し
て

支
給
し
な
い

の

は
お
か
し
い
。

全
員
に

支
給
さ
れ
る
よ
う
至
急
に

対
軍
折
衝
し
て

ほ

し
い
。

県

　
司
令
官
、

C
O

R

と

折
衝
し
た
が
、

現
在
予
算
が
な
い

の

で

発
注
出

来
な
い

と
の

こ

と
な
の

で
、

契
約
に

軍
で

免
除
す
る
場
合
は
支
給
し
な

く
て

も
よ
い

と
い

う
制
限
条
項
が
あ
る
以
上
支
給
は
困
難
で

あ
る
。

組
合
　
契
約
の

解
釈
に
つ

い

て

は
中
央
で

争
つ

て
い

る
の

で

そ
れ
は
さ
て

お

き
、

県
は
支
給
し
て

や
ろ
う
と
云
う
立
場
に

立
つ

て

折
衝
し
て

貰
ら
わ

な
け
れ
ば
解
決
は
出
来
な
い
。

現
実
に

労
務
者
に

有
利
と
な
る
こ

と
を

積
極
的
に

や
る
の

が
労
務
管
理
の

実
体
で

あ
る
。

県

　
現
行
規
定
の

解
釈
に

つ

い

て

は
、

制
限
条
項
が
あ
る
以
上
支
給
す
べ

き
か
否
か
は
軍
の

自
主
判
断
に

ま
か
さ
れ
て

い

る
と

我
々

は
解
釈
し
て

お

り
、

組
合
は
お
か

し
い

と
し
て

い

る
が
、

そ
れ
は
中
央
で

明
確
に

す

る
こ

と
と
し
て
、

現
行
で

支
給
出
来
な
い

と
な
れ
ば
契
約
改
定
せ
ね
ば

全
員
支
給
は
む
ず
か
し
い
。

実
際
問
題
と
し
て

は
今
後
の

折
衝
に

は
や

ぶ
さ
か
で

な
い
。

組
合
　
第
五
議
題
に
つ

い

て

は
、

商
工

部
と
云
う
が
軍
と
の

折
衝
な
の

で

渉
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外
で

強
力
に

や
ら
ね
ば
駄
目
で

あ
り
、

駐
労
以
外
の

業
者
に

牛
耳
ら
れ

ぬ

よ
う
失
対
幹
事
会
を
通
じ
て

あ
つ

せ
ん
に

努
力
し

て

い

た

だ
き
た

い
。

県

　
関
係
各
課
と
緊
密
に

連
絡
を
と
り
対
処
し
て
い

く
。

組
合
　
通
勤
距
離
外
の

問
題
は
、

P
A

に

上
つ

て
い

る
が
、

解
雇
手
当
支
給

と
い

う
の

で

な
く
解
雇
無
効
と
し
て

裁
判
や
日
米
合
同
委
員
会
に

上
げ

る
段
階
に

来
て

お
り
、

長
官
も
も
う
一

度
対
軍
交
渉
す
る
と
云
つ

て

い

る
の
で

県
も
解
決
方
を
促
進
さ
れ
た
い
。

県

　
了
解
。

組
合
　
追
加
議
題
の

特
別
給
付
金
支
給
に
つ

い

て

は
、

年
内
に

解
雇
さ
れ
た

者
は
年
内
に

支
給
さ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
。

I
B

M

取
扱
者
の

件
は
、

中
央
で

話
が
ま
と
ま
る
ま
で

実
施
す
べ

き
も

の

で

な
く
、

組
合
は
異
議
が

あ
る
の

で

賃
金
小
委
員
会
で

討
議
し
た
い
。

県

　
特
別
給
付
金
は
、

現
在
流
さ
れ
た
資
金
は
九
月
ま
で

の

該
当
者
に
つ

い

て

で
あ
り
十
月
以
降
の

者
に

つ

い

て

はP
A

を
通
じ
大
蔵
省
に

督
促

を
計
り
た
い
。

I
B

M

の

件
に
つ

い

て

は
賃
金
小
委
員
会
で

の

討
議
に

了
解
。

組
合
　
年
末
に

来
て

未
解
決
の

事
案
が
多
い

が
、

組
合
は
重
大
な
決
意
を
も

つ

て

対
処
し
て

い

く
の

で
、

県
と
し
て

も
年
内
解
決
を
目
標
に

知
事
以

下
の

格
段
の

努
力
を
要
求
し
、

本
日
は
こ

の

辺
で

終
り
た
い
。

議
長
　
そ
れ
で

は
こ

れ
で

本
労
協
を
終
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
渉
外
部
業
務
課
「
組
合
関
係
綴
」（
昭
和
三
十
三
年
）
神
奈
川
県
庁
蔵
）

〔
注
〕
文
中
略
語
に

つ

い

て

は
左
記
の

通
り
で

あ
る
。

R
I

F

　R
ed

u
ction

in
F

o
rce

（
人
員
整
理
）

S
S

C

　S
ig

nal
S
up

Port
C

om
m

an
d

（
通
信
補
給
本
部
）

Q
M

C

　Q
uarter

M
aster

C
om

m
and

（
補
給
部
隊
）

P
D

　P
rocurem

ent
D

em
an

d

（
請
負
）
軍
の

作
業
に

従
事

し
た
業
者
の

呼
称
。

J
C

E

　Ja
P
a
n

C
en

tral
E

x
ch

a
n
g
e

（
中
央
購
買
部
）

C
O

R

　

C
o
n
tra

c
tin

g
O
fficer's

R
epresen

tative

（
契
約

担
当
官
代
理
者
）

M
L

C

　M
aster

L
abor

C
ontract

（
基
本
労
務
契
約
）

Q
M

　Q
uarter

M
aster

（
補
給
）

P
X

　P
o
st

E
x
ch

an
g
e

（
購
買
部
）

P
A

　P
rocurem

ent
A

g
en

cy

（
調
達
部
）

C
Y

M
G

　C
om

m
and

Y
okoham

a
M

otor
G
roup

（
横
浜
陸
上

輸
送
部
隊
）

I
B

M

　InternationaI
B

usiness
M

achine

　
電
子
計
算
機

を
使
っ

て

資
料
の

分
析
等
を
行
っ

て
い

た
職
場
の

総
称
。

G
D
J

　G
eneral

D
epo

t,
Jap

an

（
総
合
補
給
廠
）

M
H

E

　M
aterial

H
an

d
lin

g
E

q
u
ip

m
en

t

（
フ

ォ

ー
ク

リ
フ

ト

課
）

D
H

　D
ep

en
den

t
H

o
use

（
住
宅
）
軍
人
軍
属
及
び
そ
の

家

族
の

住
宅
の

呼
称
。
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二

四
五

　
全
駐
労
神
奈
川
地
区
本
部
の

労
働
者
失
業
反
対

要
求

三
三
労
調
第
三
三
七
号
の
二

昭
和
三
十
三
年
十
月
二

十
一

日

企
画
渉
外
部
長（
印
）

横
須
賀
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
殿

駐
留
軍
労
働
者
の

失
業
反
対
に

関
す
る
要
求
に
つ

い

て

こ

の

こ

と
に
つ

い

て

神
奈
川
県
地
評
議
長
並
び
に

全
駐
労
神
奈
川
地
本
執
行
委

員
長
よ
り
別
紙
甲
の

と
お
り
昭
和
三
十
三
年
八
月
二

十
九
日
付
第
一

次
、

九
月

十
五
日
付
第
二

次
の

申
入
れ
が
あ
つ

た
の

で

別
紙
乙
の

と
お

り
回
答
し
た
の

で

執
務
の

参
考
と
さ
れ
た
い
。

別
紙
甲
（
第
一

次
）

昭
和
三
十
三
年
八
月
二

十
九
日

神
奈
川
県
地
方
労
働
組
合
評

議
会

議

長
　
河
村
宏
弥

全
駐
留
軍
労
働
組
合
神
奈
川
地
区
本
部

執
行
委
員
長
　
勝
島
良
一

神
奈
川
県
知
事
　
内
山
岩
太
郎
殿

駐
留
軍
関
係
労
働
者
の

失
業
反
対
に

関
す
る
要
求
に
つ

い

て

駐
留
軍
関
係
労
働
者
に

対
す
る
大
量
の

人
員
整
理
の

続
出
に
つ

い

て

は
こ
ゝ

数

年
来
、

年
々

数
千
人
の

整
理
が
行
わ
れ
、

昭
和
二

十
五
、

六
年
に

県
下
に

八
万

に

及
ぶ
程
で

あ
つ

た
も
の

が
現
在
で

は
そ
の

半
数
四
万
人
に

な
つ

て
い

る
こ

と

は
、

雇
用
主
た
る
貴
職
の

熟
知
し
て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ

の

人
員
整
理
は
昨
年
六
月
、

日
米
共
同
声
明
が
出
さ
れ
る
前
後
よ
り
特
に

激

し
く
な
り
、

過
去
一

年
間
で

県
下
一

万
五
千
人
に

近
い

整
理
と
な
つ

て

お
り
、

追
浜
基
地
関
係
一

万
人
の

解
雇
発
表
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ

の

首
切
り
は
益

々

深
刻
に

な
り
、

規
模
に

於
て

日
本
の

労
働
史
上
空
前
の

残
酷
な
記
録
を
残
そ

う
と
し
て

い

る
の

で

あ
り
ま
す
。

こ

の

苛
酷
な
首
切
り
に

あ
い
、

且
当
面
し
て
い

る
労
働
者
は
既
に

十
有
余
年
占
領
米
軍
の

絶
対
権
限
下
に

人
種
的
差
別
、

人
権

侵
害
、

日
本
国
諸
法
規
の

無
視
、

我
々

が
も
つ

風
俗
、

習
慣
、

労
働
慣
行
を
破
る

等
の

悪
条
件
下
に

日
本
の

完
全
独
立
え
の

希
望
を
持
ち
な
が
ら
国
際
親
善
と

友

好
の

役
割
を
政
府
の

政
策
方
針
の

も
と
で

基
地
労
働
に

従
事
し
て

来
た
の

で

あ

る
と

断
言
す
る
こ

と
は
決
し
て

過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

然
る
に

そ
の

努
力
と
功
労
に

報
ゆ
る
に

米
軍
並
に

政
府
、

県
は
救
済
措
置
を
と

ら
ざ
る
ま
ゝ

に

首
切
り
、

失
業
、

生
活
の

破
壊
を
も
つ

て

応
え
数
万
の

労
働
者

と
そ
の

家
庭
を
は
か
り
知
れ
ぬ

不
安
の

暗
黒
に
つ

き
落
し
け
落
し
し
て
い

る
の

が
現
状
で

あ
り
ま
す
。
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こ

の

事
態
に

対
し

全
駐
労
は
終
始
一

貫
貴
職
に

対
し
警
告
及
救
済
の

要
求
等
を

し
て

来
た
と
こ

ろ
で

あ
り
、

且
地
評
も
県
内
労
働
者
に

関
連
す
る
大
問
題
と
し

て
、

こ

れ
が
解
決
の

為
、

度
々

貴
職
に

要
望
申
入
れ
し
て

来
ま
し
た
。

離
職
者
対
策
本
部
設
置
に

み
ら
れ
る

貴
職
の

努
力
を
み
と
め
る
と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

こ

の

大
量
解
雇
と
合
せ

み
る
時
、

対
策
確
立
の

緩
慢
と
不
足
は
、

不
誠
意

怠
慢
に

よ
る
な
に

も
の

で

も
な
い

と
追
及
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
こ

ろ
で

あ
り
ま

す
。

整
理
の

原
因
は
極
東
米
軍
の

ミ

サ

イ
ル
、

原
水
爆
戦
略
体
制
の

強
化
を
主
眼
と

す
る
配
備
変
更
、

及
自
衛
隊
の

拡
大
と

装
備
強
化
に

あ
る
と

指
摘
出
来
ま
す
。

従
つ

て

首
切
り
は
職
場
の

実
体
を
無
視
し
、

又
業
者
切
替
え
に

よ
る

悪
質
な
方

法
或
は
労
働
強
化
、

賃
下
げ
労
働
条
件
の

極
度
な
悪
化
等
々

を
伴
つ

て

い

る
の

で

全
労
働
者
の

立
場
か
ら
容
認
出
来
な
い

も
の

で

あ
り
ま
す
。

以
上
の

よ
う
に

こ

の

駐
留
軍
関
係
労
働
者
の

人
員
整
理
は
大
き
な
社
会
問
題
で

あ
り
、

県
民
の

問
題
と
な
つ

て
い

ま
す
。

県
当
局
よ
り
、

し
ば
〴
〵
手
に
お

え
な
い

問
題
で

あ
る
の

で

政
府
に

要
望
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の

言
明
を
聞
く
と
こ

ろ
で

あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
県
当
局
と

し
て

且
又
雇
用
主
と
し
て

努
力
す
べ

き
余
地
は
十
二

分
に

あ
る
の

で
、

こ
ゝ

に

基
本
的
要
求
を
な
し
、

文
書
回
答
を
求
め

る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

記

一

　
現
在
出
て

い

る
人
員
整
理
は
完
全
に

救
済
措
置
が
と
ら
れ
な
い

限
り
、

雇

用
主
と
し
て
、

且
又
県
政
担
当
者
と
し
て

撤
回
若
し
く
は
延
期
さ
れ
た
い
。

二

　
間
接
雇
用
労
働
者
の

職
場
を
奪
う
契
約
業
者
え
の

切
替
え
に

対
し
て

は
絶

対
反
対
さ
れ
た
い
。

間
接
雇
用
及
調
達
方
式
を
確
立
し
、

日

本
の

独
立
と

自

主
性
を
確
立
せ
よ
。

三
　
失
業
対
策
の

完
全
確
立
を
計
れ
。

完
全
失
業
者
が
数
万
に

及
ん
で
い

る
現
在
、

当
面
我
々

が
既
に

申
入
れ
た
駐

労
失
対
諸
要
求
事
項
の

実
現
の

実
施
を
即
時
実
施
せ
よ
。

別
紙
乙
（
第
一

次
）

三
三
労
調
第
二

八
五
号

昭
和
三
十
三
年
九
月
二

日

神
奈
川
県
知
事
職
務
代
理
者

副
知
事
　
矢
柴
信
雄

神
奈
川
県
地
方
労
働
組
合
評
議
会

議

長
　
河
村
宏
弥
殿

全
駐
留
軍
労
働
組
合
神
奈
川
地
区
本
部

執
行
委
員
長
　
勝
島
良
一

殿

駐
留
軍
関
係
労
働
者
の

失
業
反
対
に

関
す
る
要
求
に
つ

い

て

（
回
答
）
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昭
和
三
十
三
年
八
月
二

十
九
日
付
貴
信
を
も
つ

て

要
求
の

あ
つ

た
標
記
の

こ

と

に
つ

い

て

次
の

通
り
回
答
す
る
。

記

一

　

要
求
事
項
一

に
つ

い

て

現
在
発
出
中
の

人
員
整
理
は
昨
年
六
月
の

米
地
上
軍
撤
退
に

関
す
る
日
米
共

同
声
明
に

よ
る
在
日
米
陸
軍
部
隊
の

撤
退
、

移
動
並
び
に

予
算
の

減
少
等
に

伴
う
必
然
的
な
も
の

で
、

真
に

止
む
を
得
な
い

措
置
で

あ
る
。

従
つ

て
、

人
員

整
理
を
撤
回
、

若
し
く
は
延
期
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

二

　
要
求
事
項
二

に
つ

い

て

駐
留
軍
関
係
の

雇
用
形
態
を
間
接
雇
用
（M

L
C

方
式
）
で

行
う
か

直
接
雇

用
（D

H

方
式
）
で

行
う
か
、

又
契
約
業
者
（P

D

方
式
）
に

行
わ
し
め

る
か
は
軍
の

専
権
に

属
す
る
こ

と
で

あ
り
、

行
政
協
定
か
ら
も
基
本
労
務
契

約
か
ら
云
つ

て

も
雇
用
形
態
を
統
一

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
云
う
根
拠
は

な
い
。

従
つ

て

県
と
し
て

契
約
業
者
へ

の

切
替
え
は
絶
対
反
対
で

あ
る
と
い

う
態
度

の

表
明
は
出
来
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、

円
滑
な
る
労
務
管
理
上
の

観
点
か
ら
雇
用
の

形
態
に

関
し
て

軍
側
に
サ
ゼ

ッ

シ

ョ

ン

す
る
こ

と
は
従
来
と
も
行
つ

て

き
た
と
こ

ろ
で
あ
る

の

で
、

今
后
も
こ

の

方
針
に

基
き
事
案
毎
に

善
処
し
た
い
。

な
お
、

本
件
に
つ

い

て

目
下
中
央
の

段
階
に

お
い

て

「
事
前
調
整
」
の

問
題

と
し
て

調
達
庁
、

在
日
米
軍
司
令
部
と
の

間
に

折
角
意
見
調
整
中
で

あ
る
の

で

貴
方
に

お
い

て

も
中
央
の

問
題
と
せ

ら
れ
た
い
。

三
　
要
求
事
項
三
に
つ

い

て

本
件
に
つ

い

て

は
国
の

施
策
に

ま
つ

と
こ

ろ
が
多
い

が
、

当
県
に

お
い

て

は

早
く
よ
り
離
職
者
対
策
本
部
を
設
置
し
、

実
施
可
能
な
も
の

に
つ

い

て

は
そ

の

都
度
適
宜
の

措
置
を
講
じ
て
い

る
処
で

あ
り
将
来
も
可
能
な
限
り
の

努
力

を
払
い

た
い
。

別
紙
甲
（
第
二

次
）

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
五
日

神
奈
川
県
地
方
労
働
組
合
評
議
会

議

長
　
河
村
宏
弥

全

駐

労

神
奈
川

地
区

本
部

委
員
長
　
勝
島
良
一

神
奈
川
県
知
事
　
内
山
岩
太
郎
殿

要

求

書

昭
和
三
十
三
年
九
月
二

日
付
回
答
に
つ

い

て

次
の

通
り
意
を
附
し
て

再
度
要
求

致
し
ま
す
。

記

一

　
現
在
出
て
い

る
人
員
整
理
は
真
に

止
む
を
得
な
い

措
置
で

あ
る
の

で
、

人
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員
整
理
を
撤
回
、

若
し
く
は
延
期
す
る
こ

と
は
で

き
な
い

と
回
答
し
て
い

る

が
、

現
にR

U

大
船
、

座
間P

X

関
係
で

は
、

整
理
案
を
撤
回
し
た
り
修
正

し
た
り
し
て

い

る
事
実
が
あ
る
こ

と
は
、

ね
ば
り
強
い

軍
交
渉
に

よ
つ

て

は

撤
回
が

可
能
で

あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い

る
と

思
う
が
如
何
。

更
に

最
近
、

駐
留
軍
関
係
の

作
業
を
業
者
と
契
約
し
て

引
続
き
駐
留
軍
作
業

を
実
施
す
る
一

方
、

M
L

C

労
務
者
を
整
理
し
て
い

る
事
実
は
真
に

止
む
を

得
な
い

措
置
と
考
え
ら
れ
る
の

か
如
何
。

又
労
務
基
本
契
約
に

云
う
雇
傭
の

安
定
を
確
保
す
る
た
め
に

適
当
な
事
前
の

調
整
が
十
分
且
つ

満
足
に

な
し
得
ら
れ
た
と
考
え
る
の

か

如
何
。

我
々

は
県
の

回
答
に

対
し
て

極
め
て

不
満
を
持
つ

も
の

で

あ
る
。

二

　
駐
留
軍
関
係
の

雇
傭
形
態
に

つ

い

て

労
務
管
理
上
の

観
点
か
ら
雇
傭
の

形

態
に

関
し
て

目
下
「
事
前
調
整
」
の

問
題
と
し
て

意
見
調
整
中
で

あ
る
こ

と

に
つ

い

て

は
、

我
々

も
承
知
し
て
い

る
こ

と
で

あ
る
が
、

こ

れ
を
我
々

の

要

求
の

線
ま
で

高
め
る
た
め
に
、

日
本
政
府
機
関
が
強
烈
な
態
度
で

軍
と

交
渉

す
る
よ
う
働
き
か

け
る
と
共
に
、

県
独
自
の

立
場
か
ら
も
強
く
軍
に

要
求
す

る
こ

と
。

雇
傭
形
態
に

関
し
て

は
か
つ

て

米
国
務
省
ラ
ス

ク

高
官
と
日

本
政
府
機
関
の

代
表
と
の

交
渉
で
、

間
接
雇
傭
方
式
を
中
心
に
し
て

雇
傭
す
る
建
前
を
堅
持

す
る
旨
の

相
互
諒
解
が
な
さ
れ
た
と
い

う
こ

と
を
そ
く
聞
し
て

い

る
。

又
契
約
の

業
者
切
替
え
に

よ
つ

て

出
血
受
注
で

日
本
経
済
に

不
利
な
影
響
を

与
え
て
い

る
こ

と
を
聞
い

て
い

る
が
、

こ

れ
ら
の

点
か
ら
推
し
て

も
県
の

回

答
は
極
め
て

遺
憾
で

あ
る
。

三
　
失
業
対
策
の

完
全
確
立
に
つ

い

て

次
の

点
を
特
に

要
求
す
る
。

1

　
追
浜
地
区
―
誘
致
し
た
産
業
に

駐
留
軍
関
係
労
働
者
が
大
量
集
団
就
職

で

き
る
措
置
を
と
る
こ

と
。

そ
の

た
め
に
現
在
の

駐
労
関
係
失
業
者
の

習

得
技
術
が
そ
の

ま
ゝ

事
務
、

生
産
面
に
生
か
さ
れ
る

産
業
を
誘
致
す
る
こ

と
。

誘
致
し
た
産
業
に

駐
労
関
係
失
業
者
を
就
職
さ
せ
る
に

当
つ

て

尚
技

術
習
得
の

必
要
あ
る
も
の

に
つ

い

て

は
、

政
府
、

県
の

責
任
に

於
い

て

技

術
習
得
の

訓
練
を
す
る
こ

と
。

大
量
集
団
就
職
ま
で

の

間
、

駐
労
関
係
失
業
者
の

生
活
に

つ

い

て

は
、

失
業

保
険
の

ほ
か
に

失
業
保
険
の

六
分
の

四
を
国
又
は
県
の

責
任
に

お
い

て

補

償
す
る
特
別
の

措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

大
量
集
団
就
職
ま
で

の

個
々

労
働

に
つ

い

て
は
、

政
府
、

県
の

責
任
に
お
い

て

実
施
す
る
こ

と
。

2

　
追
浜
以
外
の

地
区
―
追
浜
地
区
と
同
様
に

大
量
集
団
就
職
が
で

き
る
よ

う
努
力
す
る
こ

と
。

か
り
に

大
量
集
団
方
式
が
実
施
さ
れ
な
い

場
合
で

も

追
浜
地
区
と
同
様
に

技
術
習
得
就
職
、

生
活
補
償
に

つ

い

て

は
特
別
の

措

置
を
講
ず
る
こ

と
。

3
　
失
業
保
険
の

支
給
期
間
を
一

ケ
年
に

延
長
す
る
こ

と
。
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別
紙
乙
（
第
二

次
）

三
三
労
調
第
三
三
七
号

昭
和
三
十
三
年
十
月
八
日

神
奈
川
県
知
事
　
内
山
岩
太
郎

神
奈
川
県
地
方
労
働
組
合
評
議
会

議

長
　
河
村
宏
弥
殿

全
駐
留
軍
労
働
組
合
神
奈
川
地
区
本
部

執
行
委
員
長

勝
島
良
一

殿

駐
留
軍
関
係
労
務
者
に

関
す
る
要
求
書
に
つ

い

て

（
回
答
）

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
五
日
付
貴
信
を
も
つ

て

要
求
の

あ
つ

た
標
記
の

こ

と
に

つ

い

て

次
の

と
お
り
回
答
す
る
。

記

一

　

人
員
整
理
に
つ

い

て

現
在
発
出
中
の

人
員
整
理
は
、

先
に

貴
方
に

回
答
し
た
通
り
、

在
日
米
軍
の

撤
退
に

伴
う
必
然
的
な
も
の

で
、

大
綱
的
に

は
真
に

止
む
を
得
な
い

措
置
で

あ
り
、

人
員
整
理
の

全
面
撤
回
は
出
来
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、

個
々

の

人
員
整
理
に
つ

い

て

は
、

従
来
か
ら
機
会
あ
る
ご
と

に

軍
側
と
折
衝
し
て

整
理
の

縮
少
、

部
隊
間
の

配
置
転
換
、

他
部
隊
へ

の

移

管
等
の

措
置
を
行
い
、

相
当
の

成
果
を
上
げ
て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
り
、

大
船

R
U

関
係
等
も
そ
の
一

例
で

あ
る
。

従
つ

て

今
後
と
も
基
本
労
務
契
約
の

趣
旨
に

基
き
、

事
前
調
整
に

努
め
る
と

と
も
に
、

折
角
こ

れ
が
救
済
に

つ

い

て

更
に

努
力
を
続
け
る
こ

と
ゝ

い

た
し

た
い
。

二

　
駐
留
軍
関
係
の

雇
用
形
態
に
つ

い

て

駐
留
軍
関
係
の

雇
用
形
態
に

関
す
る
県
の

基
本
的
方
針
に

つ

い

て

は
、

先
に

貴
方
に

回
答
し
た
通
り
で

あ
る
が
、

円
滑
な
る
労
務
管
理
上
の

観
点
か
ら

個

々

の

事
案
に
つ

い

て

善
処
し
た
い
。

三
　
失
業
対
策
の

完
全
確
立
に

つ

い

て

1

　
産
業
誘
致
の

問
題
に
つ

い

て

は
、

雇
用
力
の

大
な
る
企
業
を
誘
致
す
べ

く
県
及
び
関
係
各
市
に

お
い

て

配
慮
す
る
と
と

も
に
、

政
府
並
び
に

関
係

機
関
に

要
請
し
て

お

り
、

誘
致
の

上
は
可
能
な
限
り
関
係
離
職
者
の

就
職

あ
つ

旋
に

つ

い

て

努
力
す
る
。

な
お
、

再
就
職
の

た
め

技
術
習
得
の

必
要
あ
る
も
の

に

つ

い

て

は
、

公
共

職
業
訓
練
施
設
を
活
用
す
る
よ
う
勧
奨
し
、

な
お

必
要
に

応
じ
て

は

施
設

の

拡
充
を
図
る
よ
う
考
慮
す
る
。

2

　
失
業
保
険
等
の

要
望
は
、

現
状
に

お
い

て

は
甚
だ
困
難
と
思
わ
れ
る
。

関
係
離
職
者
の

就
職
あ
つ

旋
に
つ

い

て

は
、

職
業
安
定
機
関
の

総
力
を
挙

げ
て

再
雇
用
に

努
め

る
と
と
も
に
、

建
設
的
土
木
事
業
を
起
し
、

就
労
の

機
会
を
造
成
す
る
よ
う
、

目
下
、

政
府
関
係
機
関
に

強
く
接
渉
し
て

い

る
。
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